
日  時／平成２９年９月１６日（土）１３：３０～１７：００ 
会  場／沼津信用金庫本店 ４階ぬましんホール 
      （沼津市大手町５－６－１６） 
 ※会場には、駐車場はございません。公共交通機関もしくは周辺の有料駐車場をご利用ください 

募集人数／５０名（参加無料、申し込み先着順） 
実施内容／１、趣旨説明・挨拶 
         ２、 講話「沼津の活性化のための取り組み」 
          佐政水産㈱ 専務取締役 佐藤 慎一郎様 
        ３、ワークショップ （テーマ） 
          「沼津市の活性化のための提案」、「神ゆるきゃら 
          ロボットの開発」など 
      進行  伊藤圭介 
       フリーアナウンサー 元静岡放送アナウンサー 静岡県伊豆市出身  

         スポーツ実況・ナレーター・レポーター等、テレビ・ラジオで幅広く活躍。 

本年１月２８日、静岡ものづくり未来応援団は、映画「未来シャッター」上映会＋沼津ものづく
りワークショップを開催しました。沼津市内の企業、金融機関、行政関係の皆様のご参加を得て、
ものづくりを通した地域活性化についての意見交換会を実施し、沼津港の賑わいを街の賑わいへ、
深海から富士山頂までを踏破できるロボット開発など、興味深い提案が成されました。 
 今回の第2回では、この提案を元に更なる深化を目指し、更に新たな発見を求める場にします。 
 沼津市の活性化に一家言をお持ちのあなた、地域創生に興味のあるあなた、お一人での参加も
大歓迎です。皆様のご参加をお待ちしております 



講師プロフィール   佐政水産㈱ 専務取締役 佐藤 慎一郎様 

福岡の魚市場や仲買で３年勤務した後、2003年 佐政水産の専務取締役に就任。 
１９７６年生まれ 沼津二小ー沼津二中ー沼津東高校 
  
佐政水産は、１９１３年（大正２年）、初代佐藤政吉が興した佐藤政吉商店から始まります。 
初代佐藤政吉は、魚の行商から始め、駿河湾の鮮魚を全国各地に出荷して会社を伸ばしていきました。
太平洋戦争中は、沼津鮮魚統制組合の理事長として奔走し、戦後の昭和２５年には、「沼津魚仲買商協
同組合」を設立、初代理事長に就任し、その後も沼津魚市場の発展に取り組みました。 
２代目の佐藤実郎は、下関や九州で水揚げされるアジを沼津に列車や貨車で運ぶルートを開拓し、沼津
をアジの干物の生産量日本一の名産地となる基盤をつくりました。 
佐政水産に戻り、沼津で働いてみるとピーク時に比べ、沼津魚市場の仲買人数も水揚げ量も半減し、干
物メーカーも７割減、沼津港周辺の人口もここ３０年で３３％減という、このままでは港がなくなると
いう危機感を感じました。そこで２００８年には、まだ全国的にもほとんど知られていなかった最新の
冷凍技術「プロトン凍結」を取り入れた加工場を竣工し、沼津港の新鮮な魚介類を付加価値の高い商品
として製造、また２０１１年１２月には、地元の人で賑わう沼津港を目指し、佐政水産創業の地で、
「港八十三番地」と「浜焼きしんちゃん」を開業しました。さらに沼津港に地元の人が自慢できる施設
をと考え、「沼津港深海水族館～シーラカンス・ミュージアム」を開業しました。 
佐政水産は１００年、沼津港と共に歩んできました。そして次の１００年を目指して、新たな挑戦を
行っています。 
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